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(57)【要約】
【課題】光源の種類と被写体の色を考慮した焦点検出結
果の補正を行う。
【解決手段】撮像装置は、撮影光学系２により形成され
た被写体像を光電変換する撮像素子１と、撮影光学系を
通った被写体からの光を用いて該撮影光学系の焦点状態
を示す焦点情報を出力する焦点検出部１０と、被写体か
らの光を用いて該被写体を照らす光源の種類を示す光源
情報を出力する光源検出部７（１０１，１０３）と、被
写体からの光を用いて該被写体の色を示す色情報を出力
する被写体色検出部７（１０１，１０２）と、焦点情報
、光源情報および色情報を用いて補正焦点情報を生成し
、該補正焦点情報に基づいて撮影光学系のフォーカス制
御を行う制御部１０とを有する。 
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影光学系により形成された被写体像を光電変換する撮像素子と、
　前記撮影光学系を通った前記被写体からの光を用いて該撮影光学系の焦点状態を示す焦
点情報を出力する焦点検出部と、
　前記被写体からの光を用いて該被写体を照らす光源の種類を示す光源情報を出力する光
源検出部と、
　前記被写体からの光を用いて該被写体の色を示す色情報を出力する被写体色検出部と、
　前記焦点情報、前記光源情報および前記色情報を用いて補正焦点情報を生成し、該補正
焦点情報に基づいて前記撮影光学系のフォーカス制御を行う制御部とを有することを特徴
とする撮像装置。 
【請求項２】
　前記制御部は、
　前記撮影光学系の色収差量と前記光源情報とから前記光源の種類に応じた前記焦点情報
の補正量である光源焦点補正量を求めるとともに、前記色収差量と前記色情報とから前記
被写体の色に応じた前記焦点情報の補正量である色焦点補正量を求め、
　前記焦点情報に、前記光源焦点補正量および前記色焦点補正量を加えることで、前記補
正焦点情報を求めることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記被写体色検出部は、可視光領域における互いに異なる波長域に分光感度を有する第
１の受光素子および第２の受光素子を少なくとも含み、
　前記光源検出部は、赤外光領域に分光感度を有する第３の受光素子を少なくとも含むこ
とを特徴とする請求項１又は２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記光源検出部は、前記第１の受光素子と前記第３の受光素子とを含むことを特徴とす
る請求項３に記載の撮像装置。

 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影光学系の焦点状態を検出してフォーカス制御を行う撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルカメラ等の撮像装置は、撮影光学系の焦点状態（デフォーカス量）を検出し、
該検出結果に応じて算出した合焦位置に、撮影光学系内のフォーカス素子（例えばフォー
カスレンズ）を移動させるＡＦ機能を有する。このような撮像装置において、ＡＦ精度を
低下させる要因としては、製造誤差やフォーカス素子の位置制御誤差に加えて、以下のよ
うな光学的要因がある。
【０００３】
　撮像装置としての一眼レフカメラでは、撮影光学系を透過した被写体からの光束の一部
を、被写体を撮像するための撮像素子とは別に設けられた焦点検出装置に導いて撮影光学
系の焦点状態の検出を行うことが多い。この場合、撮影光学系の色収差を考慮して、焦点
検出装置は特定の色光における焦点状態の検出（以下、焦点検出ともいう）を行い、該特
定の色光における焦点検出結果に応じて合焦位置を算出する。ただし、焦点検出装置と撮
像素子の分光感度が異なることから、焦点検出装置による焦点検出結果に応じて算出され
た合焦位置が、必ずしも撮像素子に対してベストな合焦位置ではない場合がある。
【０００４】
　例えば、撮影光学系の色収差によって赤色光と青色光の焦点位置が異なる場合において
、焦点検出装置が主として赤色光に感度を有し、撮像素子が赤色光、緑色光および青色光
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に対して均一な感度を有するとする。この場合、焦点検出装置は赤色光に対する焦点検出
を行い、赤色光に対してベストな合焦位置を算出するが、この合焦位置は、撮像素子に対
して緑色光と青色光のぼけを生じさせる可能性が高い。特に、人間の視覚は緑色に対して
強い分光感度特性を有するため、緑色光のぼけが存在すると、全体がぼけた印象の画像が
得られることになる。
【０００５】
　特許文献１には、被写体からの反射光を、主として可視光領域に分光感度を有するセン
サと主として赤外光領域に分光感度を有するセンサとで受光し、これらのセンサからの出
力を用いて焦点検出装置の焦点検出結果を補正する撮像装置が開示されている。また、特
許文献２には、赤外光領域に分光感度を有するセンサと可視光領域に分光感度を有するセ
ンサの出力から被写体を照明する光源を判別し、その判別結果に応じて焦点検出装置の焦
点検出結果を補正する撮像装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－０９８７７１号公報
【特許文献２】特開２００５－２０８３００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１にて開示された撮像装置では、被写体からの反射光に含まれ
る可視光の中での分光強度比を測定していない。このため、被写体の色を判別することが
できず、被写体の色に応じた焦点検出結果の補正を行うことができない。また、特許文献
２にて開示された撮像装置では、光源の種類の判別は行うものの被写体の色の判別を行わ
ないため、やはり被写体の色に応じた焦点検出結果の補正を行うことができない。
【０００８】
　本発明は、色収差を有する撮影光学系を用いた撮像を行う場合に、光源の種類だけでな
く、被写体の色も考慮した焦点検出結果の補正を行うことができるようにした撮像装置を
提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一側面としての撮像装置は、撮影光学系により形成された被写体像を光電変換
する撮像素子と、撮影光学系を通った被写体からの光を用いて該撮影光学系の焦点状態を
示す焦点情報を出力する焦点検出部と、被写体からの光を用いて該被写体を照らす光源の
種類を示す光源情報を出力する光源検出部と、被写体からの光を用いて該被写体の色を示
す色情報を出力する被写体色検出部と、焦点情報、光源情報および色情報を用いて補正焦
点情報を生成し、該補正焦点情報に基づいて撮影光学系のフォーカス制御を行う制御部と
を有することを特徴とする。 
【発明の効果】
【００１０】
本発明によれば、焦点検出部により検出された焦点情報に対して、被写体を照らす光源の
種類と被写体の色に応じた適切な補正を行うので、光源の種類や被写体の色にかかわらず
良好なフォーカス制御を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施例１である撮像装置の構成を示す図。
【図２】実施例１の撮像装置に設けられた測光センサの受光面を示す図。
【図３】実施例１において測光センサに配置された３つの受光素子の分光感度を示す図。
【図４】マクベスチャートの反射特性を示す図。
【図５】光源の分光強度分布を示す図。
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【図６】実施例１の撮像装置に設けられた２つの被写体色検出用受光素子で蛍光灯により
照明されたマクベスチャートからの反射光を受光したときの該受光素子の出力比を示す図
。
【図７】実施例１におけるデフォーカス量補正の処理を示すフローチャート。
【図８】実施例１における色収差情報の計算方法を示す図。
【図９】本発明の実施例２である撮像装置の構成を示す図。
【図１０】実施例２の撮像装置に設けられた測光センサの受光面を示す図。
【図１１】実施例２の撮像装置に設けられた光源検出センサの構造を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施例について図面を参照しながら説明する。
【実施例１】
【００１３】
　図１には、本発明の実施例１である撮像装置の構成を示している。この撮像装置は、一
眼レフデジタルカメラであり、撮影光学系２を収容した交換レンズを取り外し可能に装着
されている。撮像装置と交換レンズ内に設けられた制御手段としてのレンズコントローラ
１２は、相互に通信が可能である。
【００１４】
　なお、本実施例では、レンズ交換式の撮像装置について説明するが、レンズ一体型の撮
像装置も、本発明の実施例に含まれる。
【００１５】
　撮影光学系２は、少なくともフォーカス素子としてのフォーカスレンズ（図示せず）を
含む。フォーカスレンズは光軸方向に移動可能であり、該フォーカスレンズの駆動のため
に、交換レンズにはモータ等の不図示のフォーカスアクチュエータが設けられている。
【００１６】
　不図示の光源からの光によって照明された不図示の被写体は、その表面の反射特性に従
って光源からの光を反射する。被写体によって反射された光は、撮影光学系２を通って撮
像装置に入射し、撮像素子１上に被写体像を形成する。
【００１７】
　撮影光学系２と撮像素子１との間には、撮影光学系２からの光路内に配置されるダウン
位置と該光路外に退避するアップ位置とに回動可能な主ミラー３が配置されている。主ミ
ラー３がダウン位置に配置された状態では、撮影光学系２からの光の一部は主ミラー３に
よって反射され、ピント板４上に被写体像を形成した後、ペンタプリズム５およびアイピ
ース６を介してユーザの眼（図示せず）に到達する。これにより、ユーザは、ピント板４
上に形成された被写体像（撮影範囲内の被写体）を観察することができる。
【００１８】
　ペンタプリズム５に導かれた光の一部は、測光光学系６を介して測光センサ７に到達す
る。測光センサ７は、撮影範囲内の被写体の輝度を測定する。さらに、測光センサ７は、
被写体を照明する光源の種類と被写体の色を検出するための後述する構成を有する。ここ
で、本実施例にいう「被写体の色」とは、光源からの光により照明された被写体が反射す
る光のうち可視光領域内での分光強度比を意味する。
【００１９】
　主ミラー３と撮像素子１との間には、サブミラー９が配置されている。サブミラー９は
、主ミラー３を透過した光を反射し、焦点検出部１０に導く。
【００２０】
　焦点検出部１０は、サブミラー９からの光（つまりは撮影光学系２を通った光の一部）
を２つの光に分割し、該２つの光に２つの被写体像（以下、２像という）を形成させ、該
２像を２つの光電変換センサ（ラインセンサ）により光電変換して２つの像信号を得る。
さらに、焦点検出部１０は、２つの像信号に対して相関演算を行って、該２つの像信号の
ずれ量である位相差を算出し、該位相差に基づいて撮影光学系２の焦点状態を示す情報（
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焦点情報）であるデフォーカス量を算出（検出）し、これを出力する。この焦点検出部１
０が行うデフォーカス量の検出方式は、位相差検出方式として知られている。
【００２１】
　さらに、制御部としても機能する焦点検出部１０は、算出したデフォーカス量を、測光
センサ７により検出された光源の種類と被写体の色とに応じて補正して補正デフォーカス
量を算出する。補正デフォーカス量を算出する処理を、デフォーカス量補正という。そし
て、焦点検出部１０は、補正デフォーカス量から、撮影光学系２が合焦状態となる位置（
合焦位置）までのフォーカスレンズの移動量を算出し、その移動量の情報をレンズコント
ローラ１２に送信する。
【００２２】
　レンズコントローラ１２は、送信されてきた移動量だけフォーカスレンズを移動させる
ようフォーカスアクチュエータを駆動する。これにより、ＡＦ（オートフォーカス）が行
われる。測光とＡＦは、撮像装置に設けられたレリーズスイッチの第１ストローク操作（
半押し操作）に応じて行われる。
【００２３】
　この後、レリーズスイッチの第２ストローク操作（全押し操作）が行われると、撮像装
置は、撮像素子１に撮像用の露光を開始させる。撮像素子１は、ＣＣＤセンサやＣＭＯＳ
センサ等の光電変換素子により構成され、被写体像を光電変換する。不図示の画像処理回
路は、撮像素子１から出力された電気信号に対して各種画像処理を行い、画像信号（画像
データ）を生成する。画像信号は、撮像装置に設けられた背面ディスプレイに表示された
り、半導体メモリ等の記録媒体に記録されたりする。
【００２４】
　図２には、測光センサ７の受光面を示している。該受光面には、３つの受光素子（第１
の受光素子、第２の受光素子および第３の受光素子）１０１，１０２，１０３が配置され
ている。これら第１，第２および第３の受光素子１０１，１０２，１０３のそれぞれの分
光感度を図３に示す。
【００２５】
　図３に示すように、第１の受光素子１０１は青領域に、第２の受光素子１０２は赤領域
に、第３の受光素子１０３は赤外光領域（または近赤外光領域）にそれぞれ主な分光感度
を有する。
【００２６】
　本実施例では、これら互いに異なる３つの波長域に分光感度を有する第１，第２および
第３の受光素子１０１，１０２，１０３を用いて後述するデフォーカス量補正を行う。し
かし、さらに互いに異なる波長域に分光感度を有するより多くの受光素子を用いてデフォ
ーカス量補正を行ってもよい。受光素子の数が多いほど、被写体からの光の分光強度（ス
ペクトル）をより精密に検出することができ、より適切なデフォーカス量補正を行うこと
ができる。
【００２７】
　なお、第１、第２および第３の受光素子１０１，１０２，１０３はそれぞれ、単一の受
光素子により構成されていてもよいし、複数の受光素子により構成されていてもよい。ま
た、撮影範囲のうち各受光素子が光を受ける領域は、撮影範囲全体であってもよいし一部
であってもよい。
【００２８】
　以下、測光センサ７に配置された各受光素子の役割と、それらを用いたデフォーカス量
補正について説明する。
【００２９】
　まず、測光センサ７は、被写体を照明する光源の種類を検出する光源検出機能を有する
。この機能には、可視光領域のうち青領域に分光感度を有する第１の受光素子１０１と、
赤外光領域に分光感度を有する第３の受光素子１０３とが用いられる。
【００３０】



(6) JP 2012-168429 A 2012.9.6

10

20

30

40

50

　一般的な被写体は、赤外光にも反射特性を有する。図４には、マクベスチャートの反射
特性を示している。この図から、マクベスチャートは、赤、青および緑の全てと赤外光領
域にて反射特性を持っていることが分かる。このため、光源からの光の中に赤外光が多く
なると、反射される光も多くなる。
【００３１】
　被写体の表面うちある領域にて反射された赤外光を第３の受光素子１０３により検出し
、該被写体の表面における同一の領域からの青色光を第１の受光素子１０１により検出す
る。このとき、第３の受光素子１０３からの出力が第１の受光素子１０１に対して多けれ
ば、光源から発せられる赤外光の量が多いことになる。
【００３２】
　図５には、光源の分光強度分布を示す。実線は蛍光灯の分光強度分布を、破線は太陽光
の分光強度分布を、一点鎖線はタングステンランプの分光強度分布を示す。
【００３３】
　赤外光の量はタングステンランプ、太陽光、蛍光灯の順で多く、蛍光灯からの光にはほ
とんど赤外光は含まれていない。この赤外光の量の関係が被写体からの反射光でも保存さ
れることから、第１の受光素子１０１と第３の受光素子１０３の出力比は、被写体を照ら
す光源の種類に応じた値を示す。すなわち、第１および第３の受光素子１０１，１０３の
出力比は、光源の種類を示す情報（光源情報）であり、焦点検出部１０は、該光源情報に
基づいて光源の種類を判別（検出）することができる。以下の説明において、第１および
第３の受光素子１０１，１０３を光源検出センサ（光源検出部）ともいい、第１および第
３の受光素子１０１，１０３の出力比を光源検出センサの出力ともいう。
【００３４】
　なお、光源の種類の判別（検出）は、第３の受光素子１０３の出力を他と比較すること
なく、該出力の絶対値に基づいて行ってもよい。すなわち、光源検出センサとしては、少
なくとも第３の受光素子１０３を有すればよい。
【００３５】
　また、測光センサ７は、被写体の色を検出する被写体色検出機能を有する。この機能に
は、可視光領域における互いに異なる波長域に分光感度を有する第１の受光素子１０１と
第２の受光素子１０２とが用いられる。
【００３６】
　被写体の色は、被写体の表面の反射特性の波長強度分布に依存する。このため、ともに
可視光領域に分光感度を有し、かつ互いに異なる波長域に分光感度を有する第１および第
２の受光素子１０１，１０２の出力比には、被写体の表面の反射特性が反映される。
【００３７】
　図６には、光源としての蛍光灯によりマクベスチャートを照明したときの第１および第
２の受光素子１０１，１０２の出力比とマクベスチャートの色との関係を示している。マ
クベスチャートの反射特性が赤寄りである場合は、第１の受光素子１０１の出力より第２
の受光素子１０２の出力の方が高くなる。一方、マクベスチャートの反射特性が青寄りで
ある場合は、第２の受光素子１０２の出力より第１の受光素子１０１の出力の方が高くな
る。
【００３８】
　このため、第１および第２の受光素子１０１，１０２の出力比は、被写体の色に対応し
た値となる。すなわち、第１および第２の受光素子１０１，１０２の出力比は、被写体の
色を示す情報（被写体色情報）であり、焦点検出部１０は、該被写体色情報に基づいて被
写体の色を判別（検出）することができる。以下の説明において、第１および第２の受光
素子１０１，１０２を被写体色検出センサ（被写体色検出部）ともいい、第１および第２
の受光素子１０１，１０２の出力比を被写体色検出センサの出力ともいう。
【００３９】
　図７のフローチャートには、本実施例において焦点検出部１０がコンピュータプログラ
ムに従って実行するデフォーカス量補正の処理を示している。
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【００４０】
　ステップ１においてレリーズスイッチの半押し操作を検出した焦点検出部１０は、ステ
ップ２に進み、撮影光学系２の色収差量Ｘの情報を取得する。この色収差量情報は、焦点
検出部１０が予め記憶していてもよいし、交換レンズ（レンズコントローラ１２）から取
得してもよい。
【００４１】
　次に、ステップ３において、焦点検出部１０は、ステップ２で取得した色収差量Ｘを用
いて、光源補正直線の傾きを計算する。通常、色収差量情報は、赤外光を多く含む光によ
って照明されたときの色収差量と、赤外光を前者より少なく含む光によって照明されたと
きの色収差量とを含む。
そこで、まず、図８に示すように、光源検出センサからの出力（第１および第３の受光素
子１０１，１０３の出力比）γとこれに対するデフォーカス補正量（つまりは色収差量Ｘ
）とを座標とする２点を結んだ直線を描く。図８中の座標Ｂは、例えば光源検出センサか
らの出力γがLとなる光源（基準光源）ｂからの光によって白黒被写体を照明したときの
デフォーカス補正量である。また、座標Ａは、例えば光源検出センサからの出力情報γが
１以外の値となる光源ａからの光によって白黒被写体を照明したときのデフォーカス補正
量である。そして、この直線の傾きに所定の係数ｋを掛けて光源補正直線の傾きα（Ｘ）
を計算する。係数ｋは、光源検出センサからの出力γの様々な値に対して最も精度良く光
源補正直線の傾きを作成できるように調整される。なお、Ｘに対して定数倍および定数乗
のうち少なくとも一方を行ってもよい。
【００４２】
　次に、ステップ４において、焦点検出部１０は、光源補正直線を示す関数である光源補
正関数、
ｆ（γ）＝α（Ｘ）×（γ－Ｌ）
を作成する。なお、Ｌは定数であり、基準光源からの光により被写体を照明したときのｆ
（γ）の値が０になるようにＬと決定した。つまり、Ｌは基準光源からの光によって被写
体を照明したときのγに等しい。
【００４３】
　次に、ステップ５において、焦点検出部１０は、ステップ４にて計算した光源補正関数
ｆ（γ）のγに光源検出センサの出力を代入して、光源デフォーカス補正量（光源焦点補
正量）Ｙ１を算出する。
【００４４】
　次に、ステップ６において、焦点検出部１０は、撮影光学系２の色収差量Ｘから、図８
に示した光源補正直線の傾きα（Ｘ）と同様に、被写体色補正直線の傾きβ（Ｘ）を計算
する。ここでも、Ｘに対して定数倍および定数乗のうち少なくとも一方を行ってもよい。
【００４５】
　次に、ステップ７において、焦点検出部１０は、ステップ６にて作成した被写体色補正
直線を示す関数である被写体色補正関数、
ｈ（δ）＝β（Ｘ）×（δ－ｍ）
を作成する。δは被写体色センサの出力（第１および第２の受光素子１０１，１０２の出
力比）であり、ｍは基準光源からの光によって白黒被写体を照明したときのδである。
【００４６】
　さらに、ステップ８において、焦点検出部１０は、ステップ７にて作成した被写体色補
正関数ｈ（δ）に被写体色センサの出力δを代入して、被写体色デフォーカス補正量（色
焦点補正量）Ｙ２を得る。
【００４７】
　次に、ステップ９において、焦点検出部１０は、ラインセンサからの出力（像信号）の
位相差からデフォーカス量Ｙ３を計算する。
【００４８】
　次に、ステップ１０において、焦点検出部１０は、最終的なデフォーカス量としての補
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正デフォーカス量（補正焦点情報）Ｙを、
Ｙ＝Ｙ１＋Ｙ２＋Ｙ３
により計算する。言い換えれば、デフォーカス量（焦点情報）Ｙ１と、光源検出センサの
出力（光源情報）と被写体色検出センサ（色情報）とを用いて、補正デフォーカス量Ｙを
生成する。
【００４９】
　そして、ステップ１１において、焦点検出部１０は、補正デフォーカス量Ｙに対応する
移動量だけフォーカスレンズを移動させるようにレンズコントローラ１２に指示する。レ
ンズコントローラ１２は、該指示された移動量だけフォーカスレンズを移動させるようフ
ォーカスアクチュエータを制御する。これにより、フォーカスレンズが合焦位置に移動し
、撮影光学系２が合焦状態となる。
【００５０】
　以上説明したように、本実施例によれば、焦点検出部１０における位相差検出方式によ
る焦点情報であるデフォーカス量に対して、被写体を照らす光源の種類と被写体の色に応
じた適切な補正を行う。このため、光源の種類や被写体の色にかかわらず良好なＡＦ（フ
ォーカス制御）を行うことができる。
【００５１】
　なお、本実施例では、先に光源デフォーカス補正量Ｙ１を算出し、後で被写体色デフォ
ーカス補正量Ｙ２を算出したが、被写体色デフォーカス補正量Ｙ２を先に算出してもよい
。また、ともに色収差情報を用いて算出されるため、色収差情報を取得する回数を１回に
して、Ｙ１とＹ２を同時に計算してもよい。
【実施例２】
【００５２】
　図９には、本発明の実施例である撮像装置の構成を示す。本実施例において、図１に示
した実施例１と共通する構成要素には、実施例１と同符号を付す。本実施例は、図１０に
示すように、測光センサ７’が青領域と赤領域に感度を有する第１および第２の受光素子
１０１，１０２を有するが、赤外光領域に分光感度を有する受光素子（実施例１における
第３の受光素子１０３）を有していない点で実施例１と異なる。また、本実施例は、撮像
装置の筐体の外面に光源検出センサ１３が設けられている点で、実施例１と異なる。なお
、光源検出センサ１３は、測光センサ７と別に設けられていれば、撮像装置のいずれに設
けられていてもよい。
【００５３】
　本実施例における被写体色の判別（検出）方法は、実施例１と同様である。しかし、光
源の判別（検出）方法は実施例１と異なる。
【００５４】
　図１１には、光源検出センサ１３の構造を示している。光源検出センサ１３は、赤外光
領域に分光感度を有する第３の受光素子１０３’と可視光領域（青領域）に分光感度を有
する第１の受光素子１０１’を含み、被写体から撮像装置に入射した光に含まれる赤外光
の量を計測する。これにより、被写体からの反射光である可視光に対する赤外光の量を検
出することができる。
【００５５】
　なお、第１および第３の受光素子１０１’，１０３’はそれぞれ、単一の受光素子によ
り構成されていてもよいし、複数の受光素子により構成されていてもよい。また、撮影範
囲のうち各受光素子が光を受ける領域は、撮影範囲全体であってもよいし一部であっても
よい。
【００５６】
　光源検出センサ１３の出力γと被写体色検出センサ（第１および第２の受光素子１０１
，１０２）の出力δとを用いて補正デフォーカス量を算出する方法は、実施例１と同様で
ある。そして、焦点検出部１０は、補正デフォーカス量に応じたフォーカスレンズの移動
量を算出し、レンズコントローラ１２を通じてフォーカスレンズを合焦位置に移動させる
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【００５７】
　以上説明した各実施例は代表的な例にすぎず、本発明の実施に際しては、各実施例に対
して種々の変形や変更が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００５８】
　光源の種類と被写体の色にかかわらず良好なフォーカス制御が可能なデジタルカメラ等
の撮像装置を提供する。
【符号の説明】
【００５９】
１     撮像素子
２     撮影光学系
７     測光センサ
１０　　焦点検出部
１０１，１０２，１０３　受光素子

【図１】
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